





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































館の直接の前身である、カタルーニャ美術館（Museu Nacional d’Art de Catalunya）が開館したのは
1934年であり、19世紀後半に中世美術の再評価が始まってからわずか30年ほどであることを鑑みるに、
この時期にカタルーニャにて中世美術に対する評価が大きく変化したといえる。
　したがって修士論文では、19世紀末、いかにしてロマネスク美術にカタルーニャの文化財としての価
値が付与されたのか、そしてロマネスク美術を鑑賞した20世紀の芸術家たちが、自らのロマネスク美術
受容の在り方をどのようにして作品に反映させたのかという２点を、20世紀後半にバルセロナを拠点に
活躍した芸術家、アントニ・タピエス（Antoni Tàpies, 1923-2012）の作品を中心に考察した。
　第１章「近代ヨーロッパにおける中世美術受容」では、はじめに近代フランスとドイツにおける中世
美術受容を、美術館制度、美術史学研究、そしてモダンアートの芸術家の作例という３つの観点から概
観したのち、カタルーニャについても同様の観点から、ヨーロッパのロマン主義に地域主義的な価値観
が加わった文化運動である19世紀半ばのラナシェンサ（Renaixença）から1934年のカタルーニャ美術
館開館までまでの中世美術復興の歴史を整理した。いずれの事例においても、従来の規範に対する新た
な価値観を模索したロマン主義の流行、国民国家創設のための国民アイデンティティ養成の必要性と、
それに伴う中世という時代の見直し、そして展示制度や美術史学的研究の進展が中世美術受容の土台と
なったことが確認できる。そして、それらの土台の上に、モダンアートの芸術家たちが作品を鑑賞し、
その造形言語を自らの作例に取り入れたのである。
　第２章「カタルーニャ近現代美術とロマネスク美術の特異性」では、他地域とは異なる中世美術受容
の在り方を「モダニティの強調と芸術家の関与」であると設定し、その背景を論じた。すなわち、中世
美術は単なる過去のモニュメントではなく、モダンアートの中でインターナショナルに受容されており、
そのことが学術的な論考や美術館の展示を通じて今日に至るまで行われているということを表す。1930
年代以降顕著になるこの受容の在り方は、カタルーニャでの前衛芸術の盛り上がりにより、ロマネスク
美術に対して文化財としての価値だけではなく、そのプリミティヴな造形がもつ美術的な価値が認めら
れたことと、1937年にパリで行われたカタルーニャ中世美術の大規模な展覧会が好評を博し、ロマネス
ク美術の価値が国際的に認められたことに基づくものである。そして内戦後もこのような受容の枠組み
は継承され、1955年にはバルセロナの若手芸術家グループであるグルーポ・タウイが、自らのルーツで
カタルーニャ近現代美術とロマネスク
── アントニ・タピエス作《ズーム》と《ロマネスク絵画とバラティナ》を中心とした考察 ──
村　山　美　波
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あるロマネスク美術が普遍的な価値を持つことを認めるに至った。すなわち、カタルーニャ・ロマネス
クのモダニティの強調に、美術史家や美術館だけではなく、芸術家も積極的に参加し、その影響を作品
に反映させるだけではなく、自らの言葉で表明しているのである。
　１章と２章でカタルーニャの中世美術について、その始まりから現代まで受容のありかたの歴史を社
会的・美術史的背景と共に考察したが、続く３章以降では、１章と２章で述べてきた「モダニティの強
調と芸術家の関与」という観点についてアントニ・タピエスの作例から論じた。
　第３章「《ズーム》にみるカタルーニャ近現代美術とロマネスク美術の造形」では、最初にアントニ・
タピエスの画業を整理し、その後1946年制作の《ズーム》を中心に、20世紀の芸術家たちがカタルー
ニャ・ロマネスクの造形をどのように自らの作品に組み込んだのかを考察した。タピエスは1923年にバ
ルセロナに生まれた芸術家で、1940年代後半から絵画制作に本格的に取り組み始めた。1950年代前半ま
では、シュルレアリスム的な色合いの濃い作品を描くが、1953年頃からは、ヨーロッパで流行していた
抽象表現主義の一派、アンフォルメルやアメリカの抽象表現主義の影響のもと、画面に厚い漆喰や土、
砂などを貼り付けることで絵画表面の物質性を強調する作品を制作するようになり、国際的な評価を得
た。彼は、２章で取り上げたグルーポ・タウイのメンバーであったことに加え、著作やインタビューの
中で自らの芸術の源泉の一つにロマネスク美術があることを度々認めている。さらに、先行研究ではい
くつかの作品がロマネスク美術と比較されるため、彼とロマネスク美術の関係を考察することは、20世
紀の芸術家のカタルーニャ・ロマネスク美術受容を論じるうえで非常に有用であると考えた。
　《ズーム》の先行研究では、ロマネスク美術からの影響について、主にカタルーニャ・ロマネスクの
壁画の傑作、タウイのサン・クリメン聖堂《荘厳のキリスト》を思わせるプリミティヴな頭部の表現と、
両手を広げたポーズが中世美術にみられる祈りのジェスチャーであるオランスからの転用であるという
２点が指摘される。しかしタピエスが1977年に記した自伝には、人間を中心とした左右対称の構図と、
祈るようなジェスチャーにロマネスク美術からの影響があると述べられている。従って、従来看過され
ていた彼の言葉をもとに、これらの要素を検討することで、筆者独自の考察を進めた。
　タピエスは青年期にキリスト教の信仰を絶っている一方、特定の宗教の枠組みを超えた神秘的な世界
への関心を強く持っていたため、作中のオランスはキリスト教的な神に対する祈りというよりもむしろ、
普遍的な祈りの態度や、神秘的で儀式めいたものを表すジェスチャーとして使用されていたという解釈
が可能であろう。さらに、タピエスは、2002年のインタビューにて、手形の使用には、魔術、もしくは
祈りの姿勢を表現するという意図があることを述べた。つまり、キリスト教の神への祈りを表すオラン
スが、タピエスの中でより普遍的な祈りの姿勢として解釈され、手形によってさらに呪術的な意味合い
を帯びて表現されたのが、《ズーム》におけるオランスである。
　また、『自叙伝』にて言及された人間を中心とした左右対称の構図の背景に、タピエスが当時目指し
ていた芸術の在り方があることを論じた。《ズーム》制作時、タピエスは実存主義の哲学者サルトルの
著作を読み、人間存在の主体性を強調した芸術を志した。ロマネスク美術では絵画内のヒエラルキーを
わかりやすく可視化するため、キリストを中心としたシンメトリーな構図がとられることが多い。しか
し、《ズーム》で中央に存在するのは、祈りをささげる人間である。すなわち、タピエスはロマネスク
美術の構図を用いながらも、その中心に人を据えることで人間の存在を強調しようとしたのである。タ
ピエスは、単にロマネスク美術の造形を自らの作品に取り込むだけではなく、ジェスチャーや構図に自
らの解釈を加え、作品に反映させたとした。
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優秀修士論文概要
　第４章「《ロマネスク絵画とバラティナ》にみるロマネスク美術とカタルーニャ主義」では、ロマネ
スク美術がもつ「カタルーニャ文化のルーツ」という象徴性が作品の中でどのように扱われているのか、
1971年の作品《ロマネスク絵画とバラティナ》をもとに論じた。この作品は12世紀に制作されたロマネ
スクのフレスコ画にカタルーニャの農民が被る伝統的な帽子バラティナが縄でくくりつけられただけの
ものである。多くの先行研究では、この時期にタピエスがカタルーニャ主義的な作品を多数制作してい
たことと、バラティナが用いられていることから、彼のカタルーニャ主義的な作品の一つであると解釈
されるに留まっており、ロマネスクの壁画について十分な議論がなされていなかった。
　従って、作品内におけるロマネスクの壁画の役割について考察した。第一に、タピエスは鑑賞者に、
作品に使用されている素材をよく観察し、それぞれの素材が作品になるまでの背景を想像することを求
めており、制作されてから長い歳月を経たロマネスクの壁画は、そのような思索の契機として有効であ
るとした。第二に、タピエスのほぼ全てのカタルーニャ主義的作品で作品の背景に用いられる、カタルー
ニャ州旗を想起させる黄色い地と赤い４本の線が、《ロマネスク絵画とバラティナ》では、単なるロマ
ネスク美術のフレスコ画になっていることから、タピエスにとってロマネスク美術が担うカタルーニャ
の文化としての象徴性が、カタルーニャ州旗と同じくらい強いものであると述べた。
　カタルーニャにおけるロマネスク美術受容は、カタルーニャ美術館開館までの制度面での歴史と、モ
ダンアートの芸術家の作例の考察の２点に大別され、両者を包括的に議論する研究は少なかった。しか
し、ロマネスク美術やモダンアートを研究する美術館ないし研究者と、作品を作り出し、ときにロマネ
スク美術からの影響を明言する芸術家の両者が相互に作用し合うことで、カタルーニャ独自のロマネス
ク美術受容の形である「モダニティの強調と芸術家の関与」は作り出された。その中でもタピエスは、
ロマネスク美術の造形を彼自身の関心に沿って解釈し、作品に反映させただけではなく、ロマネスク美
術の持つカタルーニャ文化のルーツという象徴性を、主題の一部として組み込んだ作品を制作したこと
から、そのようなロマネスク美術受容を体現する存在であったと結論づけた。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（361）908
は
じ
め
に
　
本
論
文
で
は
馬
の
博
物
館
所
蔵
「
大
原
御
幸
図
・
犬
追
物
図
屏
風
」（
以
下
馬
の
博
物
館
本
と
呼
称
す
る
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
題
の
成
立
に
お
け
る
周
辺
環
境
や
、
鑑
賞
の
主
眼
を
中
心
に
考
察
し
つ
つ
、
そ
の
作
品
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
馬
の
博
物
館
本
は
、
紙
本
金
地
著
色
、
六
曲
一
双
の
屏
風
で
、
寸
法
は
縦
一
二
二
・
五
㎝
、
横
二
八
八
・
〇
㎝
の
作
品
で
あ
る
。
右
隻
に
大
原
御
幸
図
、
左
隻
に
犬
追
物
図
が
配
さ
れ
る
。
寸
法
は
や
や
小
さ
く
、
犬
追
物
図
の
観
衆
の
風
俗
描
写
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期
の
制
作
と
推
定
す
る
。
そ
の
画
風
に
各
隻
で
異
な
る
点
が
な
い
こ
と
か
ら
、
元
々
こ
の
組
み
合
わ
せ
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
画
題
は
『
平
家
物
語
』
の
最
終
場
面
で
、
建
礼
門
院
徳
子
（
一
一
五
五
│
一
二
一
三
）
が
後
白
河
法
皇
（
一
一
二
七
│
一
一
九
二
）
に
自
ら
の
人
生
を
仏
教
の
六
道
に
な
ぞ
ら
え
て
語
る
と
い
う
「
大
原
御
幸
」
と
、
中
世
武
士
の
訓
練
「
騎
射
三
物
」
の
一
つ
で
、
馬
に
乗
っ
た
射
手
が
走
る
犬
を
馬
上
か
ら
射
る
と
い
う
競
技
で
あ
る
犬
追
物
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
他
に
類
を
見
な
い
作
品
と
い
え
る
。
第
一
章
　
馬
の
博
物
館
所
蔵
　
　
　
　「
大
原
御
幸
図
・
犬
追
物
図
屏
風
」
に
つ
い
て
第
一
章
で
は
そ
の
図
様
、
ま
た
二
つ
の
画
題
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
大
原
御
幸
図
の
図
様
と
し
て
は
、
水
田
や
柴
を
運
ぶ
人
々
な
ど
大
原
の
地
理
的
特
徴
が
示
さ
れ
る
な
か
、
画
面
中
央
に
寂
光
院
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
金
雲
が
集
中
線
の
よ
う
に
犬
追
物
図
屏
風
に
つ
い
て
│
│
馬
の
博
物
館
所
蔵
　
　
「
大
原
御
幸
図
・
犬
追
物
図
屏
風
」
を
中
心
に
│
│
柴
　
﨑
　
香
　
那
図：馬の博物館所蔵「大原御幸図・犬追物図屏風」
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配
さ
れ
、
寂
光
院
を
強
調
し
て
い
る
。
物
語
の
描
写
に
沿
っ
て
寂
光
院
の
池
の
様
子
な
ど
が
表
さ
れ
る
。
寂
光
院
で
は
後
白
河
法
皇
と
阿
波
内
侍
が
対
面
し
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
山
道
を
下
る
建
礼
門
院
と
大
納
言
の
局
が
描
か
れ
る
。
そ
の
場
面
は
こ
の
後
起
こ
る
建
礼
門
院
と
後
白
河
法
皇
の
対
面
と
い
う
劇
的
な
瞬
間
を
想
起
さ
せ
る
。
現
存
作
例
の
中
で
最
も
制
作
年
代
の
古
い
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
長
谷
川
久
蔵
（
一
五
六
八
│
一
五
九
三
）
筆
「
大
原
御
幸
図
屏
風
」
の
図
様
を
踏
襲
し
つ
つ
、
遠
景
の
山
々
の
描
写
が
な
く
、
視
点
が
や
や
低
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
　
犬
追
物
図
の
図
様
は
、
全
体
に
馬
場
を
引
き
延
ば
し
て
描
き
、
画
面
右
側
に
縄
の
犬
の
様
子
を
、
左
側
に
外
の
犬
の
様
子
と
日
記
所
か
ら
見
物
す
る
位
の
高
い
人
々
の
様
子
を
、
馬
場
周
辺
に
見
物
や
酒
宴
に
興
じ
る
人
々
の
様
子
を
描
く
。
先
行
作
例
と
同
様
に
、
待
機
す
る
射
手
が
い
な
い
こ
と
や
、
射
手
が
素
襖
を
片
脱
ぎ
に
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
故
実
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
犬
追
物
図
も
そ
の
先
行
作
例
で
「
犬
追
物
を
初
め
て
描
い
た
」
と
さ
れ
る
文
化
庁
所
蔵
の
狩
野
山
楽
（
一
五
五
九
│
一
六
三
五
）
筆
「
犬
追
物
図
屏
風
」（
旧
常
磐
山
文
庫
蔵
本
、
以
下
文
化
庁
本
と
呼
称
す
る
）
の
図
様
を
踏
襲
し
つ
つ
、
ほ
と
ん
ど
の
作
例
が
一
双
で
右
隻
に
縄
の
犬
を
、
左
隻
に
外
の
犬
を
配
し
て
描
く
の
に
対
し
、
馬
の
博
物
館
本
は
一
双
形
式
で
一
隻
ご
と
に
異
な
る
画
題
を
描
い
て
い
る
た
め
、
一
隻
に
ま
と
め
て
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
周
囲
の
建
造
物
の
描
写
や
相
撲
が
行
わ
れ
る
様
子
な
ど
、
独
自
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。
第
二
章
　
大
原
御
幸
図
の
制
作
意
図
　
大
原
御
幸
図
の
鑑
賞
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
元
で
あ
る
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
建
礼
門
院
の
持
つ
役
割
に
注
目
し
て
考
察
す
る
。『
平
家
物
語
』
に
は
数
々
の
異
本
が
存
在
す
る
が
、
特
に
物
語
の
最
後
に
置
く
話
が
異
な
る
と
い
う
点
が
重
要
で
、
編
纂
者
が
物
語
を
通
し
た
主
題
を
そ
こ
に
込
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
建
礼
門
院
の
物
語
は
、
覚
一
本
な
ど
で
灌
頂
巻
と
し
て
他
の
話
と
は
別
に
最
終
巻
に
置
か
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
軍
記
物
語
に
お
い
て
女
性
が
亡
く
な
っ
た
武
士
を
弔
い
、
自
ら
の
往
生
と
と
も
に
こ
れ
を
救
済
す
る
役
割
を
負
っ
た
点
か
ら
、
建
礼
門
院
に
も
本
人
の
往
生
の
み
な
ら
ず
平
家
一
門
の
救
済
と
い
う
役
割
を
持
た
せ
、『
平
家
物
語
』
を
説
話
的
に
読
ま
せ
る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
大
原
御
幸
図
も
同
様
に
、
大
原
で
仏
道
修
行
に
励
む
建
礼
門
院
を
描
く
こ
と
で
、
い
わ
ば
鑑
戒
画
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
次
の
節
で
は
、
中
世
、
近
世
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
及
び
「
大
原
御
幸
」
の
伝
播
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
ず
中
世
に
お
け
る
大
原
御
幸
図
の
成
立
に
つ
い
て
、
能
「
大
原
御
幸
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
最
初
に
御
幸
の
道
行
き
が
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
白
河
法
皇
、
建
礼
門
院
そ
れ
ぞ
れ
の
山
路
を
行
く
風
景
を
同
期
さ
せ
た
点
が
『
平
家
物
語
』
と
大
き
く
異
な
り
、
そ
の
場
面
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
後
の
二
人
が
出
会
う
場
面
を
印
象
的
に
見
せ
る
効
果
を
持
つ
。
　
そ
し
て
こ
の
能
「
大
原
御
幸
」
が
、
大
原
御
幸
図
の
祖
型
の
作
者
と
さ
れ
る
土
佐
光
茂
（
生
没
年
不
詳
）
の
活
躍
し
た
当
時
行
わ
れ
た
演
目
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
や
、
そ
れ
以
前
の
室
町
中
期
に
も
、
大
原
御
幸
の
謡
が
鑑
賞
さ
れ
た
り
、
平
家
屏
風
が
鑑
賞
さ
れ
た
り
し
た
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
原
御
幸
図
は
当
初
能
「
大
原
御
幸
」
の
映
像
を
念
頭
に
お
い
て
、
そ
の
後
定
型
と
な
っ
た
、
建
礼
門
院
が
山
路
を
降
り
て
く
る
場
面
を
表
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
　
江
戸
時
代
に
は
寛
文
期
頃
か
ら
修
史
事
業
へ
の
関
心
と
出
版
文
化
の
発
展
が
相
ま
っ
て
『
平
家
物
語
』
が
広
く
普
及
し
た
。『
源
平
盛
衰
記
』
は
『
吾
妻
鏡
』
や
『
太
平
記
』
と
と
も
に
婚
礼
道
具
に
含
ま
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
軍
記
物
語
は
武
士
の
妻
と
し
て
の
心
構
え
や
教
訓
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
受
容
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
大
原
御
幸
図
屏
風
作
品
が
江
戸
時
代
に
増
加
し
た
理
由
と
し
て
、
女
性
の
生
活
の
中
に
あ
っ
た
調
度
と
し
て
、
か
つ
鑑
戒
画
と
し
て
制
作
さ
れ
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
大
原
御
幸
図
屏
風
作
品
の
中
に
は
小
品
も
複
数
存
在
し
、
形
式
の
点
か
ら
そ
れ
ら
は
奥
向
き
の
屏
風
で
あ
ろ
う
こ
と
が
優
秀
修
士
論
文
概
要
（363）906
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
特
に
馬
の
博
物
館
本
に
関
し
て
は
、
画
風
の
類
似
す
る
源
氏
物
語
図
屏
風
作
品
が
、
婚
礼
道
具
や
贈
答
用
の
屏
風
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
同
様
の
依
頼
を
多
く
受
け
る
工
房
、
絵
師
の
制
作
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
馬
の
博
物
館
本
も
婚
礼
道
具
や
贈
答
用
の
屏
風
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
よ
り
強
ま
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
第
三
章
　
犬
追
物
図
の
制
作
意
図
　
犬
追
物
図
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
江
戸
時
代
に
は
観
衆
の
描
写
の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
当
世
風
俗
画
と
し
て
描
か
れ
た
と
い
う
考
察
も
さ
れ
て
い
た
が
、
画
題
で
あ
る
犬
追
物
が
「
当
世
」
の
競
技
で
は
な
い
こ
と
か
ら
や
や
疑
問
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
章
で
は
ま
ず
犬
追
物
そ
れ
自
体
に
読
み
取
る
べ
き
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
仮
定
し
、
犬
追
物
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
犬
追
物
の
興
行
記
録
を
検
討
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
分
類
す
る
。
　
犬
追
物
の
興
行
は
当
初
武
士
の
訓
練
と
し
て
興
っ
た
。
次
に
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
他
家
と
の
友
好
関
係
を
保
持
す
る
た
め
に
、
政
治
的
に
犬
追
物
を
利
用
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
戦
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
は
、
主
君
の
威
光
を
示
し
、
ま
た
家
臣
の
結
束
を
深
め
る
た
め
に
犬
追
物
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
出
来
よ
う
。
そ
の
後
戦
国
時
代
に
入
る
と
、
犬
追
物
は
戦
法
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
廃
れ
た
。
狩
野
山
楽
が
犬
追
物
図
を
制
作
す
る
際
に
、
古
老
に
そ
の
故
実
を
た
ず
ね
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
既
に
犬
追
物
の
興
行
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
江
戸
時
代
以
降
は
、
島
津
氏
に
よ
り
武
家
故
実
へ
の
精
通
を
誇
示
す
る
た
め
に
興
行
さ
れ
た
。
　
犬
追
物
図
屏
風
作
品
の
多
く
の
制
作
年
代
と
、
犬
追
物
の
興
行
の
意
義
と
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
制
作
意
図
と
し
て
は
ま
ず
武
家
故
実
と
の
関
連
付
け
が
想
起
さ
れ
る
が
、
故
実
の
誤
り
の
点
か
ら
こ
れ
は
考
え
に
く
い
。
　
次
に
、
犬
追
物
の
興
行
に
は
他
家
の
人
物
を
招
待
し
た
接
待
の
目
的
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
犬
追
物
図
に
も
そ
れ
に
近
似
す
る
意
味
が
読
み
取
れ
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
先
の
章
で
奥
向
き
や
贈
答
用
の
屏
風
に
小
品
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
犬
追
物
図
屏
風
の
中
で
も
小
品
が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
奥
向
き
や
贈
答
用
の
屏
風
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
犬
追
物
の
競
技
で
矢
先
に
取
り
付
け
る
道
具
で
あ
る
蟇
目
は
「
魔
除
け
」
の
意
味
を
持
ち
、
ま
た
婚
礼
道
具
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
武
家
の
女
性
と
し
て
の
意
識
づ
け
」
と
も
関
連
す
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
犬
追
物
図
屏
風
に
つ
い
て
も
大
原
御
幸
図
と
同
様
、
武
家
の
女
性
に
向
け
た
意
図
が
あ
る
可
能
性
を
述
べ
る
。
　
最
後
に
馬
の
博
物
館
本
の
画
題
の
組
み
合
わ
せ
の
意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
二
つ
の
画
題
は
性
質
が
異
な
り
、
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
や
や
不
自
然
で
あ
る
の
で
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
自
体
に
、
何
か
受
容
者
に
向
け
た
意
図
が
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
馬
の
博
物
館
本
の
よ
う
な
、
一
双
形
式
で
一
隻
ず
つ
異
な
る
画
題
を
描
き
、
か
つ
一
見
し
て
そ
れ
ら
に
関
連
が
見
ら
れ
な
い
作
品
を
挙
げ
、
ど
の
よ
う
な
受
容
が
想
定
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
結
果
、
名
所
図
な
ど
具
体
的
な
場
所
や
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
白
な
作
品
に
も
、
鷹
狩
な
ど
一
見
具
体
的
な
場
所
や
出
来
事
と
結
び
つ
か
な
い
作
品
に
も
、
豊
臣
家
の
事
蹟
に
関
連
し
て
二
つ
の
画
題
が
結
び
付
け
ら
れ
た
例
を
確
認
し
た
。
ま
た
先
行
研
究
か
ら
、
馬
の
博
物
館
本
の
二
つ
の
画
題
に
お
い
て
も
豊
臣
家
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
原
御
幸
と
犬
追
物
と
い
う
画
題
が
、
豊
臣
家
の
事
蹟
と
い
う
主
題
の
も
と
で
一
つ
の
作
品
と
な
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
ま
ず
大
原
御
幸
図
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
│
一
五
九
八
）
が
母
大
政
所
の
法
要
で
平
曲
の
大
原
御
幸
を
演
奏
さ
せ
た
こ
と
や
、
そ
の
側
室
淀
殿
（
？
│
一
六
一
五
）
と
息
子
秀
頼
（
一
五
九
三
│
一
六
一
五
）
に
よ
っ
て
寂
光
院
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
次
に
犬
追
物
図
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
政
権
の
間
に
、
戦
国
時
代
以
降
廃
れ
た
室
町
幕
府
以
来
の
犬
追
物
な
ど
の
武
家
文
化
を
含
む
諸
儀
礼
の
復
興
が
試
み
ら
れ
た
点
か
ら
、
905（364）
豊
臣
家
関
連
の
作
品
を
多
く
描
い
た
狩
野
山
楽
筆
の
文
化
庁
本
は
、
武
家
儀
礼
の
復
興
や
そ
れ
を
達
成
し
た
豊
臣
家
の
偉
業
を
表
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
馬
の
博
物
館
本
の
画
中
の
花
見
幕
に
は
、
足
利
将
軍
家
や
豊
臣
家
の
家
紋
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
か
ら
「
室
町
幕
府
を
継
承
し
た
豊
臣
政
権
」
を
表
し
、
文
化
庁
本
と
同
様
豊
臣
家
の
偉
業
を
誇
示
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
馬
の
博
物
館
所
蔵
「
大
原
御
幸
図
・
犬
追
物
図
屏
風
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
画
題
の
鑑
賞
の
主
題
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
。
　
大
原
御
幸
図
に
お
い
て
は
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
建
礼
門
院
の
役
割
か
ら
、
武
士
の
妻
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
犬
追
物
図
に
お
い
て
も
そ
の
興
行
の
性
質
か
ら
、
婚
礼
関
係
を
含
む
他
家
と
の
友
好
関
係
の
保
持
や
、
武
具
を
婚
礼
道
具
に
含
む
こ
と
に
よ
る
武
家
の
女
性
へ
の
意
識
付
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
